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はじめに

洋

日本語は， いろいろな外国語から 実lζ多くの語句を借用している。 とれに反して， 日本

語が外国語に「貸したJ 語句はきわめて少ない。 しかし， 太平洋戦争前K日本の領土であ

った 「外地」には， かなりの数の日本語の語句が残っている可能性がある。 大正 3 年以来

31年間にわたって日本の施政下にあった南洋諸島， すなわちミクロネシアの島々は， その

好例である。 かつて， とこでは日本語が公用語であり， 島民の教育もすべて日本語で行な

われていた。 最盛期には， 日本人人口が島民人口を上まわり， 政治・経済・教育・その他

あらゆる面で， 日本語の影響は絶大であった。 乙の地域で用いられている諸言語に日本語

からの借用語が多いのは 当然のととである。

本稿では， ミクロネシアの一地域， トラック諸島の言語である「 トラック語」に定着し

ている日本語の語句に注目 し， 借用lζ伴う音韻変化， 意味 変化， 借用語の文法的・窓味的

特徴などを調べる。 なお， 本研究は， ミクロネシアに行なわれる南島語系の諸言語一一チ

ャモロ語・ヤップ語・パラウ語・ポナペ語・マーシャJレ語などーーにおける， 日本語を含

む外国語からの借用語lζ関する研究の一部をなすものであり， その意味で， 未だ完全なも

のではない。 本稿は， 特lζ事実の報告を第一の目 的とする。

1. トラ ッ ク誇

米国の太平洋信託統治領 6 地区の1 つである「 トラック区」は， トラック諸島・ナモヌ

イ ト 諸島・ ホーJレ諸島・モー ト ロック諸島・西部諸島などの諸島群から成っている。 これ

らの諸島で使用されている言語は五いに近似しており， その差異は， 日本の本土 方言と琉

球 方言との聞の差異より小さい。 とれらの諸言語をひと まとめにして「 トラック語」と呼

ぶ 場合もあるが， 通常「 トラック語」というときは， トラック大環礁内の島々で話されて

いる言語， いわゆる「礁湖 トラック語J (Lagoon Trukese) を指す。 本稿でも との用法lと

従う。

礁湖 トラック語は， さらに東西の二 大 方言群に分ける ととができる。 東部 方言は， 日本

統治時代に「 四季諸島Jとよばれ た 島々， 西 部 方言は， I七曜諸島」とよばれた島々を，

それぞれ 中心として話されている。 乙の二大 方言聞の差異はきわめて小さい。 本稿にあら

われる トラック語の語形は， 特IC注意がない限り， 両方言lζ共通のものである。

系統論的iζは， トラック語は「南島語族」の一派「オセアニア語派」の中の「 中核ミク
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ロネ シア語群J (Nuclear M ic rone sian Language s) に属する「トラックE語派J (Trukic 
Subfamily) の一言語であると最 近 は考えられるようになっ て い る。 もちろん， 乙れには

異論も多い。 くわしくは， Capell ( 1962) ・Dyen ( 1965a)・Izui (1965) ・Grac e (1968) • 
Bender ( 1968) などを参照されたい。

ト ラック語は， ミクロネ シ ア諸語の中では最もよく研究されている言語である。 日本人

としては， 泉井久之助博士と松岡静雄氏が 乙の言語についての研究を発表しておられる。

泉井 (1941) ・ 松岡 (1928) などがそれである。 アメリカにおける最近の研究と し て は，

Dyen (1965b)・Bent on (1968) がある。 借用語の研究は， Elbert (1971) があるだ け で

ある。 乙れは， ト ラック区の「西部諸島」の一つ， プJレワット 環礁で話されている言語に

ついて， 英語 ・日本語 ・スペイン語などからの借用語を， 主として音 韻面から考察したも

のである。

アメリカ国務省 (Department of  State 1969) によれば， トラック大環礁内の島々の全

住民数は， 1968年 6月30日現在で 17， 796人である。

2. トラ ッ ク語の日本語との接触

「日本時代」以前K， トラック諸島は 「スペイン 時代」お よ び「ドイツ時代」を 経験し

ている。 乙のため， ト ラック語にはスペイン語， ドイツ語か らの借用語も若干認め ら れ

る。 たとえば， スペイン語からは antiyos < 水 中眼鏡> (anteojos)， patire < 神父> (padre) 

など， ドイツ語からは sepenin <飛行機> (Zeppelin)， Kanne < ブリキ製湯沸し> (Kanne) 

などが入っている。 また， 宣教師などの影響で， 英語からの借用語も使われていた。 しか

し， 島民が最初 に大量， かつ組織的に「さらされた」外国語は日本語であったといってよ

し、。

大正3 年lζ日本が南洋群島を占領して以来， 教育制度は次 第に整備拡充され， 大正 11年

iζ公学校宮制が発布されるに至って島民教育のシステムが確立した。「公学校」は島民の

ための義務教育機関であって， 現地日本人のための「小学校」とは区別された。修業年限

は 3 年。 さらに補習 科 2 年があった。 各 種の教科が教えられたが， 重点は 当然日本語にお

かれ， 国語以外の教科もすべて日本語で教えられた。 手 もとにある昭和 7 年度の資料 (矢

内原1935: 393) によれば， 南洋群島全域を通じて， 島民児童の就学率は56. 6%であった。

昭和 12年の資料 (大宜味 1939: 6) では， 南洋群島全域を通じ， 島民人口が 50， 74 1 人で

あるのに対し， 日本人人口は58， 980人である。 トラック地域では， 14， 890 対 2， 630と， 島

民人口が圧倒的に多い。 しかし， 礁湖内の主要 部では， 差ははるかに小きかったはずであ

る。 日本人経営の商底・会社・官庁には多数のトラック人が震われ， 日本語を使っていた

し， 買物な ど の日常活動を通じ て， 普通のトラック人が日本語に接触する機 会も多かっ

た。 日本からさ まざまな物品や習慣が輸入されると， それらを意味する日本語の語句はそ

のままトラック語の中で使用された。

戦後13年を経た1958年l乙行われた， アメリカ国務省による調査 (Department of State 

1969: 172) によれば， 信託統治領全域の， 外国人を除く 5 才以上の住民56， 673人のうち，

日本語を「話す」 乙とのできる者は27. 2%， í読む」 乙とのできる者は2 1. 1%である。 注①
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トラック語における日本語からの借用語について ( 3 )  

25才から44才 までの年令のグ ループでは. 16. 329人 中 9. 757人， すなわち59. 8%が「話す」

乙とができるとされている。 メクロネシア諸語に与えた日本語の影響の大きさを物語る数

字である。 注②

信託統治領 6 地区の主要言語は互いに異っており， 相互に理解する 乙とは 不可能であ

る。 現在， 公的に共通語として使用されているのは英語であるが. 40才以上の者はしばし

ば日本語で意思を通ずる。 子供にきかれたくない話を日本語 でする親も多い。 子供lζ日本

語を教えようとする親もいる。 とれら40才以上の ひ と た ち の 日本語は， な まりはあって

も ， かなり正確なものである。 方言の影響はみられない。 どく一般的にいって， ハワイの

日系二世の日本語より正確であるように恩われる。 との「体系」としての生きた日本語が

今後どうなっていくか， 興味深い。 借用語の研究K. 当っては. r 体系」とし て の日本語を

使うことのできない者を調査の対象とした。 注③

3. 本稿のための資料

トラッ ク語の資料は， 筆者が1968年から今 までの聞に集めたもの に よ っ て いる。 しか

し， その主なものは， ト ール (Tol) 島 (旧「水曜島J) ファロ (Faro) 村出身 のKimeuo

Kimiuo (男・24才) から得られたものである。 彼は戦後に生 まれ た の で， 日本語の教育

は受けていない。 彼が使用している日本語の語句は「借用語」として定着しているものだ

と考えてよい。 Kimeuo は， 本稿のもとになった借用語リスト (Sugita and Kimiuo 1971) 

を， ハワイ大学lL留学している若いトラッ ク人の仲間たちと検討して， その正確さを裏付

けしてくれた。 リストにある借用語の数は， ほぽ230 である。

4. トラッ ク語の音韻と表記法

トラッ ク語は 9 個の母音 音素と14個の子音 音素をもっと考えられている。

4.1. 母 音

代 表的な発音 位置によって配列すると. (1 )のようになる。

( 1 ) 前 中 後(円唇)

品 1 U U 

中 e é 0 

低 五 a Ó 

母音について注意すべき事実は次の通りである。

① i， e， a， U， 0 はそれぞれ ， ほぽ文字通りの音価をもっ。

② 他の母音 音素の代 表的音価 は， áが[æJ， ú が[山J. ーが[;JJ. ó が[刀] で あ

る。 注③

① すべての母音 に長母音と短母音がある。 長母音は短母音のほぼ二倍の長さをもち，

両者は音韻論的IL意義のある対立を示す。 長母音は短母音を二つ続けて 書 くととによって

示す。

④ 音声学的には二重母音は存在する。 しかし，[eiJ . [oìíJ などの[iJ と[日は， そ

れぞれ /y/， /w/ と 解釈し， 子音と考える。
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① 二つの異った母音が， 聞に子音をはさまずに直接隣り合わせに現わ れ る こ と は な

。、し
4.2. 子 3包

日

子音音素は次の通りである。

p ，  pw， t， k， c， f， s， m， mw， n， ng， r， w， y 

子音について注意すべき事実は次の通りである。

① pw， mw は軟口蓋 化された p ， m で， 後者とは別個の音素である。

② 閉鎖音 p ，pw， t (歯音[tJ) ， k， 及び破擦音 c (代表的音価[tSJ) は， 語頭で無 気

無声の硬音 (fort is) ， 母音閣で無 気無声の軟音 (leni s) であり， c を除いて， 語末では入

りわたりのみの無破裂音 である乙とが多い。 注⑤

③ s は[写J， すなわち口蓋 化 さ れ た[sJ であ る。 口蓋 化は前舌母音の前で最も顕著

であり ， a の前 で最も少ない。

④ n は母音防では 弾音[f]， イ也の位置では[早] である。

⑤ ng は単一の音素である。 乙れは母音聞 では 有声軟口蓋摩擦音[百J， 他の位置では

[9J である。

⑥ r は振動音[rJ。 語末ではしばしば無声化される。

⑦ 語頭における W及びyの扱いは， いろいろと論じられていて， 未だ定 説はない。 本

稿では， 耳ではっきり開くととのできない語頭の w， y は 書 かない ことにする。

③ w， y を除くすべての 子音IL長短の区別がある。 子音の長短には音韻論的区別があ

る。 長子音は短子音を二個つづけて 書 くととによって示す。

③ 純粋なトラック語の語 では， 単一の語の中で二つの異った子音が閣に母音をはさ ま

ずに直接隣り合わせにあらわれるζとはない。

4.3. その他注意すぺぎ点

① 基本的な音節構造はcvcであるが， 開音節でおわる語も多い。

② 現在使用されているローマ字による正書 法はきわめて不完 全 な も の で あ る。 そこ

で， 新しい正 書 法の研究がハワイ大学で行われている。 本稿では上に音素記号 として示し

たものをそのまま用いてトラック語の語句を 表記する。 ζれは， 筆者がハワイ大学での研

究で暫定的に使用しているものである。

③ アクセントは， いわゆる強さアクセントであるが， とれは意味の区別 には参与しな

い。 イント ネーションと し て は， 東部 方言 に は 下降調 (平叙文)， 上昇調 (疑いを示す

文) ， および上昇下降調 (疑問文) の三つがある。

5. 日本語の音韻と表記法

ある言語の話し手が， 外国語の語句を「外来語J として使用するとき ， 通常は， 個々の

音の 当該外国語の音韻体系の中での位置に気を配るととはない。 話者はただ， 外国語の音

を自国語の音韻体系で「処理」して使うにすぎない。 注⑥日本語で 使用されている 英語か

らの借用語の研究をした Sugita， E. (1970 ) もとのととを 示 し て い る。 借用語研究では

「貸した」側の音体系をよりくわしく調べる必要 が あ る。 本稿では， 日本語は音素 表記を

10 3 



トラック認における日本語からの借用語について ( 5  ) 

せず， r 広い 音声表記」で 表わすζと に す る 。 なお， 借用語の例をあ げるときは， 次のよ

うな 書 きかたを使う。 まず， トラック語の語形を 書 き， その トラック語での意味をく 〉

の中iζ書 く。 次いで ( ) の中 にもとの日本語の語形を音声表記で 示す。 しかし， 音の比

較が問題になっておらず， しかも， 日本語の語形が < ) の中lζ与 えてある意味から直接

容易に 推定出来る場合は， ( ) の部分は省略する。 たとえば， tessiri <ベランダ ) (tesuri)， 
isog asii <忙がしい〉 のように 書 く。

日本語の表記1<:: は) a， i， u， e， 0， p， t， k， b， d， g， 5， Z， h， ffi， n， !J， r， \V， y の他lζ，
次の記号 を用いる。

① t， tl は無声化された 1， U を 表わす。

② E は [tf]， c は [tsJ を 表わす。

③ F は両 唇摩擦音[ ゆ] を 表わす。

④ j は [d3J を 表わす 。

⑤ N は語尾の「ン」の音を 表わす。 語 中 の 援音は， その 位置によっ て， ffi， n などで

表わす。

⑤ 首 は人ILよって [!JJ，[OJ， [gJ などと発音される， 母音問 の ガ行子音を 表わす 。

⑦ き は[f] を 表わす。 「シ」は si， rシャ」はぬとつ づる。

日本語のアクセン ト は， 借用に 際しては何 の影響も与え ない。 したがって， 乙乙では示

さない。

6. 借用語ともとの語との音対応

6.1. 規則的対応

乙こに示す音 は， 語頭・語尾などの 位置によって対応 のしかたが 変るものではないから

例 は一つずつしかあ げない。

〔日本語の音→ トラック語の音〕

i → i  miso <味噌) (miso) 

e→e nengi < 葱 ) (ne9i) 

a→a tapi <地下足袋) (tabi) 
のみ

o→o nomi < 撃> (nomi) 

u→也 f白kúro < 集> (F也kuroo)

� }→ トラック語でい の前日たときは夙そうでな け ればP

pacingko <パチンコ (道具)> (paci!Jko) 
pwootakatopi < 棒高跳び) (bootakatobi) 

tako < 凧> (tako) 

tengki < 電気> (de!Jki) 

kookang <交換する> (k∞kaN) 

kengkang < 玄関) (ge!JkaN) 
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ZI 

CI 
\ -4 C v ， C I 

J) 

seri < 芹) (seri) 

sipa < 芝) (siba) 

c oori < 草履) (zoori) 

pinc úri <ビン釣り> (binc uri) 

c ú凸 mong <注文> (cuu moN) 

c intori < 陣取り (遊戯)> (jintori) 

m→m (まれに mw)

manayitaくまないた> (manaita) 

nape < 鍋 > (nabe) 

kongkúri < コンクリー ト > (ko!Jkuri) 

n一一歩n

円Un
 

→
 

、llt
fllj

E
v
g

N
 
r-今主

W-4w 

nengi < 葱> (negi) 

c awang < 茶碗 > (cawaN) 

reec ooko <冷蔵庫> (rei zooko) 

tawa siくたわし> (tawasi) 

y→語頭， 子音のあとで iy， 他で y

iyakiyú <野球> (yakyuu) 

kayakú < 火薬 > (kayaku) 

F→ f fúkúro < 集> (Ftlkuroo) 

h→ゆ aramaki < 腹巻 > (haramaki) 

と乙で若干 の 説明を 加える必要 があろう 。

① 日本語の u が トラック語では 白 となるのは， u の音価 が 白 の音価[üi] fと より

近 いからにほかならない。

② 日本語の有声子音は， トラック語では対応 の無声子音となる。 例 外的 な ものは z→

c の対応 であるが ， とれは， 日本語の z が 実は大部分の環境で [dz] の音価 をもつもので

あることを考えれば容易に解釈しう る。 [dz] fζ 対応 す る 無 声音[t s] は トラック語には

ない。 そ と で ， 日本語の c [t s] を c[tf] としたのと同 様1(， 乙れを c としたと 考え ら

れる。

③ 母音問 の 昔 が トラック語で ng Iとなっているのは興味深い。 昔トラックにい た 日

本人の多くが[泊 の音を使っていたためだろう か。 それとも， 9 がたとえ[g] と発音さ

れても， それは[1f] に 近 く， k の異音と 考えるには 弱 すぎたのであろう か。

④ 語末の N が ng になっているのは， トラック語で n と ng がとの 位置で 区別さ

れている以上， 当然のととである。 N は [再] よりも[!J] に 近 い。

⑤ 日本語の r は， 母音問 では 弾音であって， トラック語の母音問 の n の発音 [f] と

ほとんど区別がない。 にもかかわらず ， r は トラック語では例 外なくr で 写 され ， n で 写

されるととはない。 とれは 9 の場合とは逆である。 乙乙には何 ら かの， 日本語の音韻体

系の知識 が参与しているのかも しれない。

⑥ トラック語には， 表面的には おV…および CyV という構造は な い。 注⑦したが

って， 日本語の語頭および子音の後 の y は， トラック語 で は iy と な る。 た と え ば ，
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トラック誇における日本語からの借用語について ( 7 )  

pengkiyo <勉強 する> (be[)kyoo)。

6.2 例外的対応

i →白 sasú mi <刺身> (sasimi) 

この語には sasimi という発音 もある。 純粋 な トラック語の単語の中 でも， 1 とGは， 時

として「ゆれ」を示す。

e →a sakanto <セカンド> (sekando) 

mangane <眼鏡 > (me[)ane) 

乙れらの語を， それぞれ sekanto， mengane と発 音 する者 も また多い。 Eがうしろの a に

ひかれて alé なるととがあると 考えてよいだろ う。

e → i  kins白pakútang <原子爆開i> (gensi bakudaN) 

pinc é <大使する> (b巴njo)

これは説明ができ ない。

a → e  pen】cang <バリカン> (ba ri kang) 

トラック語，c_ は， 接尾E干の 最初 の 母 音が i で あ る場合 に語幹 の末尾 母音 a は a → A→e

と変化するという音節規則 があると考えられている。 しかし， 乙の変化は通常単 一 形態 素

内では起らない。 上例 は偶 発的なものであろ うか。

o → る pincé <大使する> (benjo) 

ζの対応 はζれ一例 にしかみられ ない。

u→ u sooc u  <ヤシ酒 > (soocuu) 

turuppwas <鶴噴> (? c uruppasi) 

pwookuuwo < 洞穴 > (bookuugoo) 

ト ラック語の u は円唇 ， 自は非円唇 母音である。 はっきりした環境規定はでき ないのであ

るが， 円唇 母音や軟口蓋音が多い語の中，c_ Úが現われる率は少 ない。 pwookuuwo はと

の 条件lζ合っている。 turuppwas の二番目の uは， (p)pw の前に自 は現われないという

一般規則で説明ができる。 もとの日本語で uの 唇 の 丸 めが強かったかどうかは問題になら

ないととがわかっている。

u→ i sirippa <スリッパ> (surippa) 

kac úpisi <鰹節> (kac ubusi) 
osiriko <一種 のすいとん> (osiruko) 
kac ito <映画> (kac udoo) 

s irippa と kac úpisi は， 本 来 白 であるべきものが後の i にひかれて i になったと一応 説

明できょ う。

ui→ i  tenúngi <手拭> (tenugui) 

資料の中には上例一つしかなかった。 しかし， トラック語音韻論の 研究 上， とれは興味深

い例 である。 なぜ なら， トラック語では， úでおわる基底 形 に i からはじ まる接尾語が加

わると， 也i→ i という変化がおζるからである。

awa→óó necim óósiくねじ廻 し> (nejimawasi) 

話→w pwookuuwo < 洞穴> (bookuugoo) 
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pwookuuwo ICは pwookuungo という発音もある。

y → 件 kú白ri <胡瓜> (kyuuri) 

6.3. 長母音の問題

日本語と同 様に， トラック語でも長母音と短母音の対立がある。 しかし， トラック語で

は， # (C)CVV告のかたちをもった語以外， 長母音でおわる 語 は な い。 そ ζで， これに習5

って， 日本語の語末の長母音はすべて トラック語では短母音と なる。 たとえば，

sooc u <ヤシ酒> (soocuu) 

f白凸to <封筒> (Fuutoo) 

乙の例外は非常に少ない。 語 中 の長母音が短母音 になっている例 としては，

otopay <オー トパイ> (∞tobai) 

fa sto <ファース ト> (Faa s也to)

語 中 の短母音が長母音になってしまっているのは，

riyaaka <リヤカー> (riyakaa) 

があるだけである。

6.4. 母音の脱落

日本語のもとのかたちで無 声化されている i と uのうち， トラック語では i は有声のi

としてあらわれるが uは脱落するという一般的傾向がみえる。

refto <レフ ト> (reFtlto) 

ka刈ngof <看護婦 > (ka!)goF也)

五rosiki <風目敷 > (Furosiki) 

c upwosita <ズボン下 > (zuboNsita) 

しかし， 母音が脱落すると語頭に子音結合ができてしまうような 場合には， 無声化された

uは脱落しない。

f白kúro <巣 > (F也kuroo)

kúcúsita <ス トッキング > (ktlc usita ) 

6.5. 促 音

日本語の促音は， トラック語でも二重子音としてあらわれる。

kappa <レインコー ト> (kappa) 

pakking <罰金 > (bakki N) 

日本語の単子音は， 通常 トラック語でも単子音としてあらわれるが， まれに重子音になる

とともある。 理由はわからない。

6.6. 簸

kk白mi <チーム> (kumi) 

tessi ri <ベラン夕、') (te suri) 
� 
日

前lζ述べたように， 語末のNはすべて トラック語では ng としてあらわれる。

payi king <ばいきん> (baikiN) 

takúwangくたくわん> (takuwaN) 

子音の前の， いわゆる/N/ は， 日本語で後続の子音と同質の鼻子音となるのと同じよう
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11:， トラック語でも， 各位置にあらわれた鼻子音に対応 する子音があらわれる 。 注③

tempo <無線通信> (dempoo) 

加tookay <運動会> (undookai) 

sengko <蚊取線香> (se!Jkoo) 

rensú <練習> (rensuu) 

tangngo <因子> (da!Jgo) 

manneng <万年筆> (manneN(hic u)) 

kikancú <機関銃> (kikaníuu) 

6.7. 子音結合

前述した通り， 本来の トラック語の単一形 態 素から成る単語では， 二つの異った子音が

隣り合わせにあらわれる， いわゆる子音結合は許され ない。 しかし， 日本語の接音および

母音の無声化による脱落の影響によって， トラック語の音体系の中 にいくつかの子音結合

が定着してしまった 。 鼻子音+子音の例 は既に6.6. で示したように， mp， nt， ngk， ns， 

nc などである。 母音の脱落による子音結合には， sk， s t， ft がある。

maskú <キャッチャーズ・ マスク> (mas也ku)

faasto <ファース ト> (FaastlÌo) 

refto <レフト> (reFttto) 

乙れらの語は英語から直接入った も の で は な い 。 語末の母音 Gおよび o の存在， それ

に， faasto の母音 a がそれを証拠だてている。

7. 借用語の文法上の特徴

借用語は， そのほとんどが 名詞である。 動詞や形 容詞はきわめて少な し冨IJ詞・助詞 ・

助動詞などは全くない 。 ζ 乙ではまず形 容詞と動詞について述べる。

7.1. 形容詞

資料の 中に見出される， 形 容詞起源の借用語は次の二つだけである。

isogasiiくいそがしい〉

úrúsay <うるさい〉

乙れらは トラック語でも形 容詞として用いられている。 注③ 文例をあ げよう。

Si a isongasii reen ekkewe aramas. 

< (我々・既 然 ・ 忙しい・のために・それらの・人) 我々はその人たちが来たために

忙しくなった〉

トラック語の形 容詞は語形 変化をしない 。 したがって， 上に示した語が形をかえるととは

な し、。

乙の他に トラック語で形 容詞として用いられるものに， 次のようなものがある。

namayiki <生意気だ〉

pakayaro <馬鹿野郎〉

ζの二つのことばは， サイパンからマーシャJレ群島に至るまで， 広く行きわたっている。

ミクロネシアにいた日本人は， 島民たちに向ってさかんにこれらの 乙とばを連発したよう
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である。

Ke sapw namayik i! 

< (汝・未来 否定・生意気だ) 言うζとをききなさい ! ) 

7.2. 動 詞

トラック語では， 同ーの語形が， 名詞・自動詞の二 様lζ用いられる乙とが多い。 したが

って， 動詞としてのみ用いられる借用語はほとんどない。 また， 注目すべきととは， 日本

語の動詞の形態を保って借用された語が一語も ないというととである。

動詞としてのみ用いられるものには次のようなものがある。

pengkiyo <勉強する〉

sakatac i < 逆立ちをする〉

動作を意味する名詞は， そのままのかたちで 自動詞として用いられる ことがある。

ren sú < 練習 (する))

c angke < じゃんけん (する))

a siri apatopi <走り幅跳び (をする))

kangkootang < 観光 団 (の一員として観光する))

トラック語には， 名詞に付加して他動詞をつくる生産的接尾辞がある。 - n i，- ey，・iy で

あって， ζれらは， r� する J， r�を使用する J， r�にする」のよ う な 意味の他動詞を派

生する。 名詞への接続のしかたは次の通りである。

① 母音 でおわる外来名詞 には -lllを つけ る 。 sakú <杓〉→鎚kúúni <�を杓 で汲

む〉注⑩

② 外来名詞が子音でおわる場合 ， その直前の母音が iなら ーiy を つけ る。 鎚sing

〈写真 〉→sa singiy <�の写真をとる〉

③ 他の場合は -ey をつける。 kookang < 交換〉→kookangey <�を交換する〉

いくつかの例をあげ てお乙う。

appiyooni <�を放送 する) (←happyoo) 

sa si mi ini <�を刺身にする〉

aramakiini <�に腹巻 を巻く〉

pan sookooni <�，ζ緋創背を貼る〉

(Ewe kangngo f a a pan sookooni peyiy ey < (その・看護婦・彼女・巳

然 ・粋創苛を貼 る・腕+我の) その 看護婦 は私の手に粋創膏を貼ってくれ

た ))

nec im óósiini < �をねじ まわしでしめる〉

sen seeni <�を先生として教える〉

(Kepwe sen seen i na mw icc < (汝・未然・先生として教える・その・学

級 ) その 学級を教えなさい ) )

sookooni <�を倉庫 にし まう〉

7.3. 名 詞

さて， 乙乙で 名詞lζ目 fr向けてみよう。 名詞の所有関係を示すのに， トラック語には二
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つの方法がある。 ひとつは， 所有者を 表わす代名詞的接尾辞を直接名詞iζ 付加するやり 方

であり， もうひとつは. í所有 詞」ともいうべき特別な語を 名詞の前に置くやり 方である。

前者の例 は iney <私の母> ({ ina} <母>+{- yi } <私の>). 後 者の例 は neyiy konaak <私

の犬> ({ néw白ー} <大切なもの>+{- yi} <私の>+ { konaaka} <犬>) で あ る。 接尾辞を直接

付加できる名詞は数が限られており， おおむね， 人体の各部分・親族関係・日常生活に必

要不可欠な物 品などを 表わすものである。 トラック語の中 で 最も基本的な 名詞であるとい

ってよい， したがって， 外来語には通常所有接尾辞はつけられない。

ととろが， 日本語からの借用語で， 一つだけ接尾辞をつけて所有を示すととのできるも

のがある。 atama <頭〉 である。 乙の語は， トラック語の mékúr <頭〉 と全く同じ意味で

使われている。 atamaay <私の (=- y) 頭〉。

「所 名詞」は語によって ほぼ定っているもので あ る が， 特に借用語にのみ関係するとと

も ないので乙乙では扱わない。

代 名詞的接尾辞は， 純粋の「所有 J以外に í� に関するJ. í�を 表わす」という意味を

もって用いられるとともある。 とのような意 味での接尾辞はかなり多くの外来語につける

ζとができる。 たとえば sasingiy <私の (=・y) 写真 (つまり， 私を写した写真). r eec ookooy 

〈私 (=- y)を入れるための冷蔵庫 ( ! ) >。 注⑪

トラック語にも， 日本語の「一本」の「本」や「三枚Jの「枚」のような劫数詞が数多

く存 在する。 注⑫そ こで， 借用語と， そのもとの日本語の語が， 助数詞のとり 方にどのよ

うな 異同を示すかが興味の対象となる。 調べてみると， かなり一致する場合が多い乙とが

わかる。 しかし， ζれは， 日本語の助数詞をそのまま トラック語に翻訳して使用している

というのではなく， あくまで トラック語 自体の規則によって選択されたものである。

e- cé f凸 úto < (  1 +うすくて平たいもの・封筒 ) 封筒一枚〉

r úwe- fóc manneng < ( 2 +細長いもの・万年筆) 万年筆二本〉

únú- mén sense < (3 +生きもの・先生 ) 先生三人)

一致しないものも勿論多い。

e- f る w k白白r i < (  1 +球状のもの・胡瓜 ) 胡瓜一本〉

r úwe-péw t epúkúr o < ( 2 +手lζ着けるもの・手袋) 手袋二枚〉

日本語と トラック語の助数詞の体系を比較する乙とはきわめて興味深いが， 乙れは別の機

会にゆずる。

8. 名詞借用語の意義よの特徴

8.1. 具体名詞と抽象名詞

既に述べたように， 日本統治時代の「公学校」での教育は三年までであった。 また， 一

部の人たちを除いて， 一般の トラック人は高度な内容の書 物を日本語で読んだり， 日本語

で抽象的な議論をしたりする乙とはなかった。 したがって， トラック語l乙借用されている

日本語には抽象的 な事物を 表わすものはほとんどない。 わずかに omoyi te <思い出〉 とい

うととばがあるが， 乙れも. í思想、J. í原理」などのような， いわ ゆ る 抽象 名詞とは異っ

ている。 名詞借用語のほとんどすべてが具体 名詞であると 考えてよい。
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8.2. 名詞の意義上の種類

どのような内容の名詞が借用されているかを分 類して 次に示そ う。 ( ) 内の数字は，

Sugi t a and Kimi uo (1 971) の 中にある210 諾lζ， 5;IJの資料からのものを加えた230 語 中 の

百分率である。 資料の集め方がかなり片寄ったものであったから， 乙れはほ んの参考程度

の価値しかない。

① 野球用語(16%)

日本語の野球用語は， そのほとんどが英語からの借用語である。 乙れを反映して， トラ

ック語の野球用語も， 英語起源の外来語の， 日本語からの「また借り」である。 日本語経

由の語か， 英語から直接入った語かは， 語尾fC母音があるかないかによって判定できる。

あれば， 日本語経由のものである。

rayi to <ライト〉

saato <サード〉

pi cc a <ピッチャー〉

英語起源でないものとしては，

nayiya <内野〉

nangkiyú <ライナー> (←? í難球J)

がある。 野球のチームのことは kk白mi (←「組J)， í 野球」 自体はi yakiy白という。

② 野球以外の運動・遊戯(6. 5%)

トラックの小・ 中学校では， 一年fC一度， 校内対抗 ・島内 対抗・全島対抗などの競技会

を行う。 乙れを u ntoo kay <運動会〉 という。 乙のときの競技・遊戯と して， つぎのよう

なものがある。

asi ri apato pi (または単IC apa) <走り幅跳び〉

pwoo t akato pi <棒高跳び〉

ni ni ng <二人三脚〉

m wukat 巴〈む かで競走〉

また， ki yo cike  <気をつけ〉 や， m awarem i ngiくまわれ右〉 などの号令をかけたり， 体操

でi c ， nii ， sang， si <ー， 二， 三， 四〉 とやったりする 先生がいるという乙 と で あ る。 学

校教師の中に日本時代に 教育を受けた人が多い乙とを考えれば， たやすくうなずける。

遊戯としては次のようなものがある。

c angkeくじゃんけん〉

c i nto ri <陣取り〉

③ 飲食物(15. 3%)

日本語が外国語から飲食物の名を多く借用しているように， トラック語も日本語から同

様の語を多く借用している。
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súkiyakiくすきやき〉

日本人が住む ようになる まで， トラッ クには食用の 野菜 というものはほとんどなかったよ

うである。 そζで， 日本人が持ち込んだ野菜 はそのまま日本語で呼ばれるようになった。

飲食物の 名には， もとの日本語とかなり意味の異ってしまったものが多い。 それらにつ

いては後 に詳述する。

④ 衣料・装身具(9.2%)
sar白ma ta <男子用パンツ〉

ranni ngngú <ランニング〉

fúntos i <都 〉

s úkaato <スカート〉

mangane <眼鏡〉

⑤ 道具(3.9%)

kúwa <鍬 〉

sekii ta <堰板〉

⑥ 食器・台所用品(6.1%)

c awang <茶碗 〉

kama <釜 〉

topingくや かん> (金属性)

⑦ 日用品 ・雑貨類(12.7%)

tama <m球> (tama) 

taray くたら い〉

ootay <包帯 〉

tako <凧 〉

③ 輸送・運搬手段(3.9%)
c i toosa <自動車 〉

kúrúma <大八車 〉

⑤ 武器(2.6%)

ki kanc ú  <機関銃〉

terú白tang <手檎弾 〉

⑬ 通信・報道(2.6%)

racuwo <ラジオ〉

si mpúng <新聞 〉

若 い人 !Cは， racu wo より， 英語からの reyi tiyo の方が好まれているようである。

@ 建物・場所(5.3%)

piyoyi ng <病院 〉

i to <井戸 〉

tootay <灯台 〉

⑫ 病 気(1. 8%) 

ー
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payitokú <梅毒〉

ri mpiyo <淋病〉

不名誉な病 気名が借用されているものである。

⑬ 人間 (6.1 %)

ayi noko <混血児> (ainoko) 

ri kúng白ng <陸軍の兵隊〉
toomi ng <島民〉

⑬ 雑 (6.1%)

aci <蜂〉

kas i < (舟の) 梶〉

ri ppiyo <立標〉

s arú <猿〉

9. 借用に伴う意味変化

外国語の語句が借用語として用いられるという乙とは， その語句が， もとの言語体系，

およびそれをささえている文化から， 一応切りはなされて新しい言語体系の中で， 新しい

支化 的背景とともに用いられるというζとを意味する。 音韻 ・文法 ・意味 などのさ まざま

な面で， 借用語が原型とちがったものになるのは当然である。

日本語からの借用語がどのような音韻変化を受けるかということは既に見た。 借用語が

トラッ ク語の文法 規則 にのっとって使用されるというとと も 明 ら か に なった。 乙の項で

は， それら借用語の「意味」がどうなっているかを調べる。

外国語が借用される 場合の条件については既にいろいろ な 学者が論じて い る。 注⑬トラ

ッ ク語の場合は， r必要充足」の例が圧倒的に多い。 トラッ ク語の話者に知られて い な か

った具体的な物品や習慣が日本人によってもたらさされたとき， それらを指し示す日本語

の語句もそのままとり入れられたという例が多いのである。 しかも， トラッ ク諸島は30年

にわたって日本の直接の影響を受けつづけた。 したがって， 借用語には， その意味がもと

の日本語のそれから大きくかけはなれてしまったという例 はあ まりない。 ζとでは， 意 味

の「ずれ」の比較的明らかなものについて， その傾向をみていくととにする。

借用lζ伴う意味 変化を， 次のように大きく 4 つに分けることにしよう。 ① もとの語句

の基本的 な怠味は保ちながらも， 若干意味 のずれがみられるもの[曲義]， ② もとの 語

句は多義的であるが， 借用語ではその中の一つの意味だけが専ら用いられるようになった

もの[専義]， ① 逆に新しい意味が加えられて， 広義になったもの[広義]， ④ 全く意

味のかわってしまったもの[異義]。

① 曲義の場合

借り手の言語， すなわちトラッ ク語の話者の生活習慣によって， もとの日本語の意味が

若干かわってしまっているものを 4 つ紹介する。

soocu <ヤシ酒> (←「焼酎J)

o sirikoくうどん粉をこね， 団 子にして砂糖水 またはヤ シ汁に浮かして煮た食べも
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の> (←「お汁粉J)

utongくうどんを砂糖水 またはヤシ乳で煮た食べもの> (←「うどんJ)

ka fiye <きわめて小さ な簡易喫茶庖> (←「カフェーJ)

② 専義の場合

その語が日本人によって使用される 場面が比較的限られていたために， その場面lζ合っ

た窓味のみが強調され， 借用されたと思われるものが多い。

teppang < コン クリー ト を乙ねるための鉄板> (←「鉄板J)

opi < 運動競技をするとき ， からだを ひき しめる 意味で腹lζ巻く幅の広い布。 男子

は六尺揮のようにして巻く> (←「帯J)

appiyo <ラジオ による通知， ニュース> (←「発表J)

panc ú < 女子用パンティー> (男子用はsar白mata) (←「バンツJ)

kkúmi <スポーツ ， 特lζ 野球の， チーム> (1学級」はkkúmiとはいわない(←

「組J)

③ 広義の場合

pwookuuwo < 防空壕， 洞穴〉

pakutang < 爆弾， ダイナマイ ト〉

tempo <電報， 無線通信〉
やす

pac ingk o <パチンコ， ゴムのP-li力でとばす鐙または籍〉

ac uk i <小豆， ぜんざし、〉 乙 れ は， Een ka a fen ussun ewooc acuki. くあ なたは

まるであずきのようだJ と， 恋のささやき につか わ れる。「甘いもの」の意であろ

つ。

④ 異議の場合

tempúra < ドーナツ ) (←「天ぷらJ)

tamaciki < ビー玉あそ び (特�C地面�C 5つの小穴を掘って行うもの) ) (←「玉突J)

ramúne < ビー玉> (←「ラムネJ)

kantokú < 寝ずの番 ) (←「監督J)

os iroy < ベビー・パウダー) (←「白粉J)

kooyeng < 運動場> (←「公園J)

tessiri < ベランダ ) (←「手すりJ)

どのようにして意味がかわったかは明らかであろう。

⑤ その他 ， 特に興味深いもの
pincé <大使， 大使をする ) (←「便所J) 1便所」という意味でとのととばを使うこ

とはない。「便所」は imwen feyinn ó < (家+の・行く) 行くべき 家 )， または，

imwen pincé < (家+の・大使をする ) 大使をするための家〉 余談で あ る が， ト ラ

ッ クの便所は， 海上につき出した 小屋， つ まり ， 1かわや」 ならぬ「うみや」であ

る。

kangkootang < 観光団の一員と なって観光する> (←「観光団J ) あるマーシャJレ人

の言によれば， 乙の語はマーシャル語にも借用され て い て， 何と， 1他人の 自転車
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の後lζ乗せても らうJという意味であるという。

kookang <交換手! > (←「交換J) これは， 電話が通じないときに電話口で罵りI叫

ぶことばである。「交換手」 または「交換台」を呼 ぶつもりで 使っている者は少な

い。 との意味では， 英語からの opereyit or (“ operator")を使う。

toomi ng <島民> (←「島民J) 乙れは， 若い人にはなじみのないととばであるが，

中年以上の人たちには， 島の人たちを蔑んで呼ぶことばとして受けとられているよ

うである。

kac it o <映画> (←「活動J)

c i kongki <レコー ド・プレーヤー> (←「蓄音機J) 乙れら二つの乙とばは， 日本で

はすでに廃認に近いにもかかわらず， トラックではさかんに使われている。

{0Jは少ないが， 借用語とトラック語， または借用語どうしをつなけ.て使用したものもあ

る。

okas i t aka <コプラ を細かく切り， 砂糖を 加え て煮つ め， さ まして作った一種の

飴> (，お菓 子J+t aka <コプラ>) 

ayi s  koor i  <砂糖水IC氷を浮かせた飲みもの> (ayis <氷> (英語の “ ic e")+，氷J)

異った外国語から入った同義の語を二つ組み合わせて作った， おもしろい造語であ

る。

kapú kicc o <インカー ブ> (，カー ブ+，ぎっちょJ>

お わ り に

上lζ述べてきたととがらのうち ， 特iζ注目すべき点をもう一度ふり返ってみよう。

音韻面で注目すべきと乙ろは. ( 1 ) 日本語の影響によってトラック語にいくつ か の 子

音 結合が定着した乙と. ( 2 ) 日本語の語末の N が例外なくトラック語の ng となってい

るとと. ( 3 ) 日本語の uが， おおむね 規則的にトラ ッ ク語の 白 となっている乙と， など

であろう。

文法面では， 日本語がトラック語lζ何 も文法上の影響を与えなかったという事実が注目

に値する。

語�面では， 当然予想されるζとながら， 借用された語のほとんどが具体的な事物の名

称であるという点が注意をひく。 借用語の意味が， トラックでの生活 ， 習慣に合うような

方向で変化させられているのも興味深い。

トラック語研究の上からは， まず， 接尾辞- ni，- ey ，ーiy がきわめて生産的で あ る 乙 と

が確認されたとというととが大きな収穫である。 さらに， ある特殊な環境で生ずる音韻変

化が， 日本語からの借用語の内部でも起るようにみえるという乙とは， トラック語に一 種

の母音調和が存在するとみるかどうかという問題を 考えるに当たって大いに参考になる。

現在， ミ クロネシアの共通語は英語である。 教育も政治も英語で行なわれている。 生活

のあらゆる面に英語がしみこんでいる。 英語を話す乙とのできる者の数はどんどん増えて

いる。 逆 に日本語を知っている人の数は減る一方である。 日本語からの借用語がどうなっ

ていくか ， 中年以上の人々の聞に体系として生きのびている日本語がどうなるか ， 言語社

91 



トラック語における日本語からの借用語について (17) 

会学的に大いに興味のある問題である。 日本語からの借用語が英語からの借用語にとっ・て

かわられるというととも現在おとっている。

しかし， 逆IC， 最近の日本商品の大畳の流入IC伴って， 日本語から新しい借用語が入っ

て来はじめている事実も見逃してはならない。

本文で触れなかった とと二つに言及してお乙う。 ひとつは， 借用語意識のととである。

一般に若い人たちは， 自分の使っている借用語の半分 ぐらいは借用語である乙とを知らず

に使っている。 もうひとつは人の名前の乙とである。 トラッ クには日本語の名前をもった

者が非常に多い。 少なくなってはいるが， 今でも生 まれた子に日本語の名をつける親はい

る。 M ineko，Y ukit aro， Ch isako からY os ichu ne (義経!?) 1L至るまで， さ まざ ま で あ

る。

注

(注 1 ) とれは人口調査に付随した調査であるが， 何をもって「話せる」とし， r読める」

としたかは示されていない。

(注2 ) 英語を「話す」ととのできる者は全体の2 5.6%， 最も多い 15才から24 才までの年

令のグループで 60.3%である。

(注3 ) 借用語および体系としての日本語のほかに， いわば「無意味な日本語」もつかわ

れている。「おててつないでJや「炭坑節」などの歌詞， Atamayitay (頭痛い)，Tapako 

ipp ong kútasay. (たばと一本下さい) などの短文がそれである。 とれらは， ほんの小さ

な子供たちもよく知っているものであるが， 彼等は自分達が使っている「日本語」が何を

窓味するのか， 全く知らない。
(注4 ) ある種の椛文論的環境では， 規則によって次のような変化が導かれるととがわか

っている。a→五→e， a→6→0， る→e，長→0， 白→i， ú→u。
(・注5) cの音について， 泉井博士は「要するに 歯曲目音 (歯音ではない) の[t s]のやや

口蓋化したもの， 即ち[t s']である」と言っておられる ({k井1941: 42)。 ドゥプロンね

(旧rJl r.;J)出身のTae ko Ruberは確かにそのように発音していた。しかし， 筆者の現
在のインフォー7ントであるKim eu oKimiu oの発音は[tf]である。

(注 6 ) しかし， 自国語の音飢休系で処理しきれなくなって， 自国語の音韻休系をかえて

しまうというととは十分起りうる。

(注 7 ) C， V は， それぞれ子音， 母音を表わし，非は詩境界を示す。

(注 8) 品子音の前の母音の鼻音化は， ζとでは問題lζしない。なお s の前のjNjは，

服部四郎博士 (1951: 124) が述べておられるように， 一種の鼻母音である。

(注9 ) トラック語では， 形容詞と通常の自動詞とのl悶に形態上のちがいはなく， 構文上

のちがいもほとんどない。しかし， 上例の形容詞は， 乙まかく調べると， 明らかに形容詞

として使用されている乙とがわかる。

(注10) -niの前の母音は規則的に長母音になる。との長母音は語幹の一部と考える。

(注1 1) <私が所有する写真)， <私が所有する冷蔵庫〉は， 所有詞を使って， それぞれ，

neyiy sasing， ááy ree c ookoという。

(注12) 司王者の最近の調査では50ほどみつかっている。
(注13) たとえばWeinreich (1953)。
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